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いちょうの森こども園HP には、QR コードまたは 

下記のHP アドレスよりアクセスできます。 

https://ichounomori.okayamakodomokyoukai.jp/ 

コードよりアクセスできます。 

                 『こどものきもち』 

 こどもたちが楽しみにしていることの一つ、給食の時間。お昼が近づいてくると、「きょうはきゅうし

ょくなぁに？」と尋ねてくることもしばしばです。「きょうはね、○○だって」と、大好きな日は「やっ

たー！」。だけど…苦手なメニューの日もあります。特に野菜は、という子も少なくありません。夏を迎

え、自分たちの畑でとれたきゅうりをはじめとする野菜がいっぱいの給食ですが、ピーマン、ナス、ト

マトと、苦戦する子も多い夏のメニューです。 

 その日も苦手な夏野菜がいっぱいのメニューに「うっ。」とあきらかに困った表情の Aちゃん。「減ら

したらいいよ。」と声をかけたのですが、耳に入らない様子で、食べ始めてしまいました。 

「苦手なのに、こんなにいっぱいどうするの？」と思っていると、給食の後半で、野菜を箸でつついて

はにらめっこが始まりました。「やっぱりな。」と思い、「減らしたらよかったのに、もうごちそうさます

る？」と声をかけると隣で食べていたB ちゃんが「みて、ぼくぜんぶたべれたよ。ぴかぴか」と誇らし

げに話しかけてきました。「わぁ、たくさん食べられたね。」と私が言うとA ちゃんは突然「わたしもた

べられる！」と口いっぱいに入れました。時々のどを通らない様子を見せるので「無理せんでもいいよ」

と思うのですが、結局Aちゃんは「ぜんぶたべた！」と完食しました。野菜が嫌いで、いつも減らすこ

とが当たり前のようになっていた A ちゃんでしたが、友だちの姿を見て、「自分もあんなふうにピカピ

カのお皿にしたい。」と感じるようになっていたのだな、とうれしく思った瞬間でした。 

 「家では全く食べないのに、園では食べるんですね。」という保護者の方の話をよく聞きます。こども

たちは園でのいろいろな場面で友だちの姿を見て「自分も」と刺激を受けています。またみんなで食べ

るといつもよりおいしく感じるのも集団生活の良さだな、と感じます。こどもの気持ちは大人が思って

いるより、たくさんのことを感じて、周りの環境から影響を受けています。大人が先回りして「こうし

た方がいいよ」というのではなく、こどもたちが自分で感じて、自分なりに挑戦するする姿をこれから

も応援したい、と思っています。今年度も「こどものきもちを聞く場」でこどもたちと一対一で話をし

ています。年度後半では、つき組も対象となります。日頃どんな風に感じているか、を聞くことができ

る時間を楽しみにしています。 

河合 比呂子 

１日 １号始業式 

6 日 避難訓練 

      キャンプごっこ 

8 日～９日 そらぐみキャンプ 

17 日 誕生会 

30 日 歯科検診 

みんなでたべると、おいしいね。 
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１８日 避難訓練 

２７日 誕生会 

    そらキャンプ説明会 

※１４日、２８日（土）は休園 

 

☆七夕クイズ☆ 

 誕生会のお楽しみでにじ～そら組は、七夕ク

イズを楽しみました。七夕の由来を簡単なクイ

ズを通して知りました。正解すると「いぇーい」

と歓声も上がり、大盛り上がりでした。 

笹をはやしました☆彡 

 晴れた日にみんなの短冊や飾りをつけ

た笹に火をつけてはやしました。昇ってい

く煙を見ながら願い事…叶いますように。 

大きいクラスであれば、

時計の針を一緒に見て 

区切りをつける。 

今月のテーマは『こどもがなかなか帰りたがらない時の切り上げ方』です。公園に出かけた時や園か

ら家へ帰る時など、保護者の方々も一度は経験があるのではないでしょうか？今回は、いちょうの森こ

ども園の職員に、このような時はどうしているかインタビューをしてみました。 

 

こどもからこどもへ

「一緒に行こう」など

声をかけ合えるように

する。 

「まだ遊びたいよね」

と、こどもの気持ちに

共感しつつ次の活動に

誘う。 

 「これなら絶対に切り上げられる！」という方法はありませんが、職員は、一人ひとりにあった

声かけを意識しています。 

 

そら組が育てたすいかですいかわりをしました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスカットグループ 

はなぐみ 

にじぐみ 

ゆきぐみ 

 春に種を蒔いたマリーゴールドの花

が咲きました。花に手を伸ばして気に

なっている様子です。花の感触や、は

っぱの手触りなどこれからもいろいろ 

な物に触れていきたいと思います。 

 手や身体に絵具をたっぷりつけて感触あ

そびをしています。写真の通り、経験した

ことのない感触になんとも言えない表情の

こどもたちですが、回数を重ねるごとに気

持ちよさが分かり、ダイナミックに遊べる

ようになります。 

 暑い夏に食べたくなるかき氷の製作を

しました。絵の具で描いた紙に向かって水

鉄砲発射！勢いよく出る水に大興奮。絵の

具に水をかけることでじわ～っときれい

ににじみ、とてもおいしそうなかき氷に仕

上がりました。 

 どろんこあそびでは、砂場でウォータ

ースライダー！水を流すほど滑る速さが

速くなり楽しさも増します。顔が濡れて

もへっちゃらです。 

夏野菜がたくさん収穫できました。どんな

栄養があるか学びながら、きゅうりはおかか

和えにしたり、ピーマンやトマトはピザにし

たりして美味しくいただきました。 

ももグループ（つき・ほし・そら組） 

かわぐみ（給食室） 

 

 
給食を作っていると「これも給食に

いれてくださーい！」と、採れたての

園野菜をこどもたちが持ってきます。

「○○組さんが育てた野菜が入ってい

るよ」と言うと、食欲が落ちてしまう

夏でもみんな完食です。 

 絵の具を使ってダイナミックに製作を楽しみました。

フィンガーペインティングは、絵の具の感触を楽しみな

がら手形を押しました。野菜のヘタを使ってスタンプを

すると、カラフルな野菜の模様ができ、「きれい～」と

つぶやく子も。残りの夏もこどもたちとやりたいことを

一緒に考えて楽しんでいきたいと思います。 

～夏の風物詩～ 


